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南予地域柑橘農業復興対策チームの対応方針 

 

１ 当チームについては、平成 30 年 7 月豪雨により被害を受けた南予地域の

柑橘農業の早期復興に向け、地域内の関係機関が一体となり、短期対策から

中・長期対策までを一元的に対応してきたところであるが、被災後３年を経

過し、被災施設の復旧も進んできたことから、今後の対応を見直すこととす

る。 

 

２ 当チームの任務に対する対応状況については、次のとおり 

（１） 本年度産の柑橘収穫に向けた対策に関することについては､平成 30 年

産の労働力確保、販売支援(宇和島がんばるみかん)を対応済み 

平成 31 年産以降の品質・販売対策は JA が通常業務で対応中 

（２） 個別園地の被害状況に合わせた復旧対策に関することについては、農

道、灌漑施設、モノレールは概ね復旧済み 

原形・改良復旧の工事は執行(発注)済み 

令和３年度から工事が始まった再編復旧は、営農再開に向け、収益の向

上を図る植栽計画、補助事業活用等に係る支援が必要 

（３） ｢つなぎ営農事業｣など離農防止については、被災直後に代替園地の確

保を図るため JA えひめ南がマッチングを実施し、220ａで成立 

現在、マッチングは同 JA が通常業務で適宜、実施中 

（４） 産地復興計画については、産地づくりビジョンを作成済み 

（５） その他柑橘農業の振興については、再編復旧園地での植栽計画を踏ま

え、早期成園化に向けた大苗の準備や高収益が期待できる県新品種(紅

プリンセス)の導入に向けた啓発等の取組みが必要 

 

３ 当チームの任務は、別紙のとおり、今後は再編復旧工事の計画的な推進、

工事完成後の植栽計画の策定と活用する補助事業､苗木の確保などについて

対応することとする。 

また､チーム会議は、別表のとおり、対応する任務に関係する機関のメンバ

ーを招集して開催する。 
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